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   We previously reported that Takusya had the inhibitory effect on in vitro calcium oxalate 
crystallization and in vivo stone formation in an animal model and it could be a prophylactic agent 
against calcium oxalate stone formation. We studied the effect of Takusya on calcium oxalate 
crystallization in human urine. Takusya (500 mg/day and 1,000 mg/day) was administered to 16 
healthy men for 3 days and then 24-hour urine samples were collected to measure the urinary excretion 
of calcium, phosphate, magnesium, uric acid, creatinine, citric acid and oxalic acid. The urine 
samples before the administration of Takusya was used as a control. The size and distribution of 
crystals, which were formed in the urine samples by adding calcium chloride and sodium oxalate, were 
measured using the Coulter counter technique. Urinary magnesium excretion was significantly 
reduced by  1,000  mg/day of Takusya compared with the control  (p<  0.05). The growth of crystals 
was significantly inhibited by 500 mg/day of Takusya in the large crystal formers whose urine created 
crystals more than  3.5  ,um before the administration of Takusya  (p<0.05). These findings suggested 
that Takusya inhibited the growth of crystals formed in human urine. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  43: 333-337,1997) 
























尿路結石 の既往 のない健常成 人男子 ボラ ンテ ィア16
名に沢潟 を投与 しその前後 で得 られた尿 を検体 として
以下 の実験 を行 った.
1.沢 鴻 の投与法 ・投与量 および採尿
沢潟 の煮沸抽出成分500mgを カプセ ル化 し1日1
カプセル朝食後 お よび1日2カ プセル朝 夕食後 をそれ
ぞれ3日 間服 用,3日 目にsodiumazide添加 下 に24
時間蓄尿 を施行 した.こ の場合 の沢潟 の投与量 は,体
重70kgの ヒ トの場合1日1カ プセ ル内服時で沢潟の
古 典 的1日 投 与量 の約1.2倍,1日2カ プセ ル内服 時
で約2.4倍に相当す る.沢 潟内服前 の24時間蓄 尿 をコ
ン トロール とした.得 られた尿検体 は蓄尿終了後で き
る だけすみ やか にpHお よび尿量 の測 定 を行 い,尿
化学 測定 用サ ンプルを分取 後 一20℃ で凍結保存 し実
験 の際に溶解 して使用 した.
2.尿 化学測定項 目
尿化学 はカルシウム,無 機 リンーマ グネシウム,尿
酸,ク レアチニ ン.ク エ ン酸4),蔭酸5)につ いて測定
した.
3.lnhibiti・nassay(Fig.1)
InhibitionassayはTawashi6)らの方 法 に 準 じて
施 行 した.す な わ ち50m1の 各サ ンプ ル尿(内 服
前500mg内 服 後1,000mg内 服 後)をO.22μm
創terに通 した後,lmol/1の塩 化 カルシウムO.25mi
を添加 後pHを5.7に 調 整 し,さ らに5mmol/ll彦酸












尿 中に生 じた蔭酸 カル シウムの結晶分布お よび結 晶径
をCoultercounterにて測 定 した.ま た生成 総結 晶量
にたいす る沢潟 の影響 を調べ るため に以上の実験で生
じる各尿 のcrystalvolumeを以下 の方法で測定 した.
即 ちサ ンプル尿10mlに 先 の方 法 と同様 の割合 で塩
化 カルシ ウムお よびtracerdoseの監℃ を添 加 した蔭
酸 ナ トリウム を加 え37℃ で震盛 し,3時 間 お よび24
時 間後 に0.22μmの フ ィル ターに通 して生 じた結晶
を除去 した後,サ ンプル尿 中 に残 存す る1℃ の 量 を
測定 した.そ の測定値 か ら結 晶 が生 じる際 の14Cの
消費量 を計算 し,crystalvolumeと考 えた.




1.沢 鴻 内服 による尿量,尿pH,尿 化学 の変動
24時間尿量,尿pH,24時 間 カルシウム,リ ン,尿
酸,蔭 酸排泄 量 に関 して は沢潟 内服前,500mg内 服
後,1,000mg内服 後のい ずれ も有意 な変動 は認 め ら
れなかった.ク エ ン酸排泄量 に も有意な変動 は認め ら
れなかったが,24時間マ グネシウム排 泄量 に関 して は
1,000mg内服 後で 内服 前 と比較 して 有意 な低下 が認
め られた(Fig.2).
2・CrystalVolume
上記 の実験 系において3時 間お よび24時間後 に生 じ
るcrystalvolumeには沢潟 内服 前,500mg内 服後,
1,000mg内服 後 の3群 間で 有 意 な差 は 認 め られ な
かった(Fig.3).個々 の尿 ではそれぞれsupersatura-
tionlevelは異 な る と考 え られ るが,こ の3群 間 の
crystalvolumeに差 は認 め られなか った ことか ら生成
総結 晶量 に対す る沢潟 内服 の影響 はない もの と考 え ら










































Inhibitionassayで生 じた平均 結晶径 の結果 をFig.
4に 示 した.沢 潟500mg内 服時 では,内 服前 と比べ
て平均 結 晶径 が 縮 小す る傾 向が 認 め られ たが(p=
0.098),1,000mg内服 時で は500mg内 服 時 と比べ
て結 晶 径 は有 意 に増 大 した(p〈0.Ol).内服 前 と
1,000mg内服 時 の 間 に は有 意 差 は認 め られ な か っ
た.こ の ことか ら沢潟500mg内 服 によ りヒ ト尿 で生
じる結晶 は縮小す る傾 向が ある ものの,投 与 量 を増加
させ るとその傾 向 は消失す る と考 え られた.沢 潟500

















































































われわれ は漢方療法 において古来尿路結石 の治療 に
関 して用 い られ て きた漢方薬 の なかか らmetastable
solutionをもちい たinvitroの実験系 で沢潟 お よび夏
枯草 に蔭酸 カルシウム結晶成長 凝集阻止活性 がある
こ とD,さ らにラ ッ トを用 いたinvivoの実験 系で両者
の うち沢潟 に結石 形成抑制作 用が認め られた こと2β)
をすで に報告 して い る,ま た全尿 を もち いたinvitro
の実験系で も沢潟 に蔭酸 カルシウム結晶成長 ・凝集阻
止活性 が認め られた こと も報告 されている8)以 上か
らわれわれは沢潟 に結石形成抑制作用 を有す る可能性
がある と考 えているが,問 題 は ヒ トにお いて もラ ッ ト
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などに含まれ,成 分 としてアリス トールA,B,Cな
どの トリテルペノイ ドや糖,澱 粉,有 機酸,ア ミノ
酸,ビ タミン類などを含み,利 尿作用,抗 コレステ
ロール作用があることが知 られているが1・9),含有成
分については不明な点が多い.今 回の検討では沢潟内
服に よ り尿量 の増加や尿pHに 変動 は認め られな










1万以下一 互万か ら5万,5万 か ら30万,30万以上に
分画 した場合,1万以下および5万 から30万の分画に
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